
１．重要な会計方針

　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　（２）固定資産の減価償却について

　　　　定額法による減価償却を実施している。

　（３）消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理については、税込み方式によっている。

２．基本財産および特定資産の増減額及びその残高 　

基本財産および特定資産の増減額およびその残高は、次の通りである。

　　（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　普通預金 50,000,000 0 50,000,000 0

　定期預金 3,000,000 0 0 3,000,000

　投資有価証券 950,000,000 50,000,000 0 1,000,000,000

小　計 1,003,000,000 50,000,000 50,000,000 1,003,000,000

特定資産

　公益目的事業引当預金 39,440,765 232,000,000 239,197,133 32,243,632

　（内訳）　公１：研究助成事業 18,938,687 208,000,000 204,403,981 22,534,706

　　　　　　公２：研究褒賞事業 20,502,078 24,000,000 34,793,152 9,708,926

　法人管理引当預金 19,785,111 23,000,000 21,602,251 21,182,860

小　計 59,225,876 255,000,000 260,799,384 53,426,492

合　計 1,062,225,876 305,000,000 310,799,384 1,056,426,492

３．基本財産および特定資産の財源等の内訳

基本財産および特定資産の財源等の内訳は、次の通りである。

（単位：円）

科　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応す

る額）

基本財産

　定期預金 3,000,000 (3,000,000) (0) -

　投資有価証券 1,000,000,000 (950,000,000) (0) -

小　計 1,003,000,000 (1,003,000,000) (0) -

特定資産

　公益目的事業引当預金 32,243,632 (32,243,632) (0) -

　（内訳）　公１：研究助成事業 22,534,706 (22,534,706) (0) -

　　　　　　公２：研究褒賞事業 9,708,926 (9,708,926) (0) -

　法人管理引当預金 21,182,860 (21,182,860) (0) -

小　計 53,426,492 (53,426,492) (0) -

合　計 1,056,426,492 (1,056,426,492) (0) -

財務諸表に対する注記

満期保有目的の債券：債券金額と異なる価額で取得した債券で、当該差額が金利の調整と認められるものは、
償却原価法（定額法）によっている。



４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次の通りである。

　　（単位：円）

科　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 ソフトウエア 3,388,000 2,010,616 1,377,384

　　　合　計 3,388,000 2,010,616 1,377,384

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次の通りである。

　　（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

第167回日本高速道路保有・債
務返済機構債券 100,000,000 93,590,400 △ 6,409,600

第23回株式会社三菱ケミカル
ホールディングス無担保社債 100,000,000 85,763,700 △ 14,236,300

第14回ＪＸホールディングス株
式会社無担保社債 100,000,000 85,832,900 △ 14,167,100

第37回三菱重工業株式会社無
担保社債 100,000,000 94,251,300 △ 5,748,700

第109回住友不動産株式会社
無担保社債 100,000,000 92,880,800 △ 7,119,200

第66回住友化学株式会社無担
保社債 100,000,000 90,466,300 △ 9,533,700

第15回株式会社クボタ無担保
社債 100,000,000 92,719,100 △ 7,280,900

第27回株式会社商船三井無担
保社債 100,000,000 97,580,500 △ 2,419,500

第38回ＪＦＥホールディングス社
債 100,000,000 97,812,500 △ 2,187,500

第3回ＡＧＣ株式会社無担保社
債 100,000,000 97,285,600 △ 2,714,400

合計 1,000,000,000 928,183,100 △ 71,816,900

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次の通りである。

（単位：円）

内容 金額

経常収益への振替額

　基本財産運用益の振替額 6,238,418

　特定資産運用益の振替額 136,132

　受取寄付金の振替額 260,799,384

合 計 267,173,934



附 属 明 細 書

基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表の注記に記載しているため、記載を省略する。


